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　世の中が新型コロナで自粛ムードの３月、縮小し

た内容でしたが、子供の学校の卒業式に参加しまし

た。

　校長先生からは「LINK」という、盛岡と世界は

いろいろなところで繋がっている、繋がっていく、

と話がありました。それをうかがい、私たち土木技

術者は、地球の未来を支える子供たちのためにも、

土木インフラを守り、また土木の大切さを、子や孫、

それ以降にも伝えていくことが使命だと、痛感しま

した。

　盛岡で代表される身近な土木インフラといえば、

ご存じ「開運橋」が真っ先にあげられます。氷川き

よしさんの歌にもある別名「二度泣き橋」と呼ばれ

る橋長82.5ｍのランガートラス橋。駅を降り県庁方

面に向かうと、北上川を跨いでいます。春、橋の上

から北にそびえ立つ残雪の岩手山は絶景、まさに岩

手の玄関口の象徴です。

　ちょうど４年前に開催された岩手国体に合わせ、

塗装の塗替え工事が2016年２月に完成しました。

　アーチ部分が完全に防護パネルで覆われた現場を

見学した際、建設当時にタイムスリップし、建設に

携わった人々の思いが伝わる様な不思議な感覚に陥

りました。

　特殊なブラスト工法のため、防護服、ゴーグル、

防護マスク、長靴の完全防備の装いでの見学でした。

　建設当時昭和28（1953）年は、鋼材の酸化皮膜で

ある黒皮の上に塗装が施されていました。ブラスト

により、黒皮が除去されると、そこには美しい銀色

のメタリックな素地が。なんともレトロな情景でし

た。

　塗替え塗装はその素地の上に重防食塗装を施すも

ので、建設当時以上の塗装性能が期待できます。現

在は、塗装工事完了後４年が経過しました。歩道か

ら路上の鋼桁を眺めると、サビは発生しておらず、”

ムーンホワイト”の塗装色は、昼間も、夜のライト

アップでも私たち市民や訪れる人々の目を楽しませ

てくれています。

　身近な土木インフラには、計画や設計、工事に携

わった人たちの様々な思いが込められています。い

ろいろなエピソードが隠されていて、知らず知らず

のうちに、私たちの生活にそれが浸透していると感

じます。

　現代の社会ではインターネットやスマートフォン

の普及により、ネット通販、ゲーム等、新たな５Ｇ

と便利で華やかな生活、仕事に目が行きがちです。

電子端末とクレジットカードさえあれば日本のどこ

からでも買い物ができ、まさに世界と「LINK」し

ています。

　では、ネットで購入した品物は、どのようにして

届くのでしょうか。インターネットでの買い物の多

くは、航空・航路・鉄道、最後は道路という流通を

経て、私たちの手元に届くのです。仮想空間を実現

するための社会インフラの必要性は、言わずと知れ

たことで、土木インフラはなくてはならない重要な

役割を果たしています。

　しかし、積載量、交通量増加により、物流を支え

る特に道路、橋、トンネルは、過酷な環境となって

います。中でも私たちが生活する岩手は、冬期の厳

しい環境に加え、大雨や台風の襲来などの異常気象

の影響で、置かれる環境はさらに厳しいものとなっ

ています。

　東日本大震災大津波から10年目、土木インフラが

数多く建設され、復興事業も大詰めを迎えました。

岩手の玄関口と沿岸部の復興インフラを結んでいる

のは、道路や橋、トンネルなどのごく当たり前にあ

る土木インフラであり、それは世界中と「LINK」

しています。

　新型コロナで、ごく当たり前で平和な生活が、そ

うではなくなっている現状の中、「ごく当たり前の生

活」がいかに尊く幸せなことかを思い知らされまし

た。

　土木は今日まで脈々と人々の手で守り伝えられて

きました。現代の便利な生活を支えるのも、やはり

土木であるといえます。

　土木インフラは世界中と「LINK」し、子供たち

の未来や夢とも「LINK」しています。そのことを

常に念頭におき、「ごく当たり前」の土木インフラを

守り未来につなげる技術者のひとりとして、土木に

携わっていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年度・紫波町　一般会計予算

　九戸村は、同村水道ビジョンを

策定した。今後、ビジョンや事業

実施計画に基づき、老朽化した施

設の更新や、災害に強い管路の整

備などを推進。計画期間は19～

年度までの10年間となっている。

　ビジョンの基本理念は、「安全で

安心できる良質な『水』を安定的

にいつまでも」。村の水道事業の現

状や将来を見据えた計画的な方策

が盛り込まれている。

　村内の管路の総延長は９万5121

㍍。内訳は導水管9958㍍、送水管

2086㍍、配水管８万3077㍍となっ

ている。配水管の末端など、影響

の少ない管路は修繕で対応するこ

ととし、更新計画から除外。断水

による影響の大きな管路を基幹的

管路と位置付け、更新を進める。

現在の基幹的管路の耐震化率は13

.3％と低く、目標年度までに耐震

化率24.3％を目指す。

　今後推進する方策として、水源

の統廃合を検討し、コスト縮減を

図るほか、水の安定供給の環境を

整備する。さらに、28年度までに

耐震化計画を策定する考えで、災

害に強い施設・管路の整備を進め

る。予備電源装置の整備により、

停電時の対策も強化する。

　同村は、計画給水人口6370人、

計画１日最大給水量2660立方㍍で

水道事業を運営。３月31日現在、

水道普及率は92.2％となってお

り、給水人口5315人に対し日量約

1900立方㍍を配水している。

　水源は表流水、湧水、地下水で

合わせて８カ所あり、浄水施設は

緩速ろ過が２カ所（妻の神、遠志

内）、塩素消毒のみが４カ所（上戸

田、高区、宇堂口、低区）。そのほ

か、配水池９カ所、送配水ポンプ

場４カ所（上戸田、宇堂口、山屋、

細屋）が整備されている。

　水道ビジョンに盛り込まれた主

な推進項目やスケジュール予定、

事業実施計画などは次の通り。

　【今後の経営推進スケジュール】

　▽組織体制の強化（22～28年度）

　▽水道事業変更認可申請（21年

度）

　▽水源改良（膜ろ過新設）（24

～27年度）

　▽老朽管の更新（20～28年度）

　▽老朽化施設の更新（19～28年

度）

　▽漏水管修繕（同）

　▽水質管理（同）

　▽広域連携（同）

　【基本計画に定める事業実施計

画】

　［老朽管の更新］

　▽低区配水系配水管（口径100

㍉）延長Ｌ＝269㍍、事業実施年

度21年度

　▽同（150㍉）Ｌ＝347㍍、24年

度

　▽同（75～150㍉）Ｌ＝291㍍、

25年度

　▽同（75㍉・200㍉）Ｌ＝108㍍、

20年度

　▽同（150㍉）Ｌ＝82㍍、28年

度

　▽宇堂口配水系配水管（150㍉）

Ｌ＝365㍍、23年度

　▽同（150㍉）Ｌ＝231㍍、22年

度

　▽上戸田配水系配水管（150㍉）

Ｌ＝40㍍、28年度

　▽同（150㍉）Ｌ＝34㍍、28年

度

　▽折爪水源導水管（150㍉）Ｌ

＝1453㍍、26～28年度

　▽高区配水系導水管（150㍉）

Ｌ＝1751㍍、23年度

　▽第１高区配水管（150㍉）Ｌ

＝214㍍、25年度

　［老朽化施設の更新］

　▽上戸田配水場＝流量計等計器

更新、事業実施年度21年度、28年

度

　▽宇堂口配水場＝場内配管およ

び計器更新、21～22年度

　▽平内川水源＝場内配管等更

新、22年度

　▽第３水源＝ポンプ更新、19年

度、27年度

　▽九戸村浄水場＝計器および次

亜設備更新、19～20年度、23年度、

26年度

　▽中区配水場＝場内配管および

計器更新、20年度、24年度

　▽低区配水場＝計器および水位

計更新、19年度、22年度

　▽山屋ポンプ場＝インバーター

更新、27年度

　▽細屋ポンプ場＝ポンプおよび

計器更新、20年度、22年度

　▽細屋配水場＝水位計等更新、

22年度

　▽遠志内浄水場＝電動弁および

計器更新、23～25年度

　紫波町の20年度当初予算の一般

会計の総額は、前年度当初と比較

し（以下同）6.0％増の134億9246

万5000円となっている。普通建設

事業費は、46.7％の大幅増となる

10億5309万1000円。施設一体型小

中一貫校の紫波東学園の校舎新築

や古館駅前での都市基盤整備事業

などに取り組んでいく。

　主な歳入では、町税が約１億30

00万円増の33億743万9000円。町

債は、約２億6000万円増の10億31

84万1000円となっている。

　歳出を見ると、性質別では普通

建設事業費は３億3537万7000円

増、率にして46.7％の大幅増とな

る10億5309万1000円。紫波東学園

の校舎新築に係る費用や除雪機械

の購入費、農業用施設の防災対策

工事費を計上したことや、古館駅

前における都市基盤整備事業の事

業費増などが主な要因となってい

る。災害復旧事業費は、同額の10

0万円。

　目的別では、教育費が２億6694

万7000円増の13億7081万9000円。

土木費も１億5000万円ほど増え、

11億4663万6000円となっている。

ほか、総務費や商工費などでも増

えている。一方で、消防費は約94

00万円減の５億4615万6000円。ほ

か衛生費と農林水産業費も減とな

っている。

　主な建設関連事業を見ると、教

育費では、学校建設費（小学校費）

で、紫波東学園の校舎新築に向け、

校舎建設工事費に１億8825万5000

円を計上。体育施設費の総合体育

館改修工事費には、373万2000円

を措置している。

　土木費を見ると、道路新設改良

費では、委託料に1766万5000円を

計上。内訳は、用地測量業務委託

料566万5000円、道路改良設計業

務委託料1200万円。工事請負費は

1550万円となっている。

　橋梁維持費では、橋梁補修設計

業務委託料に1610万円、橋梁点検

調査委託料に1470万円を予算化。

橋梁修繕工事費として、1010万円

を盛り込んでいる。

　都市整備費の工事請負費には、

都市基盤整備工事費として3052万

円を計上。街路事業費の工事請負

費には、街路整備工事費として20

40万円を措置している。

　このほか、農林水産業費の農村

整備費では、委託料に農業用施設

防災対策工事設計業務委託料1000

万円、暗渠排水整備設計業務委託

料150万円など、合わせて4795万6

000円を配分。工事請負費には、

農業用施設補修工事費150万円、

農業用施設防災対策工事費4300万

円を計上している。農業簡易給水

施設管理費の工事請負費には、農

業簡易給水施設等更新工事費とし

て3401万2000円を盛り込んでい

る。


